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塩見孝也略歴

年 年令 出来事

1941 0 5月 22日 、大阪市十二で医師の家庭に生まれる。

1945 4 母の郷里、広島県尾道市に転居。47年尾道市の長江小学校入学。

1953 12 広島大学付属福山中学校入学。同高等学校入学卒業。

1961 20 京都大学文学部に入学。大管法闘争の中で、社学同へ加盟。

1964 22 京都府学連書記長。

1965 24 共産同の統一と全学連再建の準備活動のために上京。

1966 25 共産同統一委派とマル戦派が組織統合。

二派全学連結成。ブント学対部長として中心的役割を果たす。

1967 26 10.8羽田闘争。世界規模のベ トナム反戦闘争。中国文化大革命

1968 27 静岡大出身の林一子と結婚。翌々年、長男誕生。

3月 マル戦派と分裂。全共闘運動拡大、日大、東大が焦点に。

1969 28 1月 東大安田講堂攻防戦。後に、 70年間争を巡り路線論争激化。
8月 共産同赤軍派を結成、議長に就く。11月 大菩薩で 53名 の大量逮捕。

1970 29 3月 15日駒込にて爆取法、破防法で逮捕。後にハイジャック共同正犯

1972 31 2月 連赤あさま山荘銃撃戦。翌正月、東拘に拘留中の森恒夫が自殺。

アラブで日本赤軍__ゲ リラ戦。新左翼各派間の内ゲバが頻発。
ド

1974 33 拘留中に赤軍派プロ革派 (永田、坂東、植垣らが参加)を結成。

1979 38 ハイジャックの評価を巡り、プロ革派分裂→社会科学研究所を結成。

1982 41 自身の裁判終了、刑が確定し東拘から、府中刑務所へ移る。

1989 48 12月府中刑務所を出所。計 19年 9ヶ月間拘束。中国天安門事件。

1991 50 出所後、北朝鮮訪間を繰り返し、田宮らと交流。湾岸戦争。ソ連崩壊。

1995 54 田宮高麿死亡。前日、平壌で面会していた塩見は中国からUターン。

1996 55 自主日本の会を結成。

2007 66 清瀬市シルバー人材センターで駐輪管理の仕事へ。のち労働組合結成

2015 74 4月 統一地方選で、清瀬市議会議員に立候補。次最下位で落選。

2017 76 11月 14日 、心臓疾患で小平市の病院にて死去。
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塩見孝也お別れ会

第一部お別れ会 午後 2時～ 5時

1。   開会 (進行役)椎野礼仁 村田能則

2。   実行委員会 開会挨拶 新開純也

3。   塩見一子さんの手紙紹介(長船青治)

4。   黙祷・献花

5。   参加者の挨拶・メッセージ0贋不同)

渕上太郎 江田忠雄 雨宮処凛 鈴木邦男 平野悠

白川真澄 朝日健太郎 三島浩司 秋山勝行/吉羽忠

渥美文夫 高原浩之 松平直彦

小西隆裕(メ ッセージ)重信房子(メ ッセージ)

6。   第一部閉会

※場内設営のため休憩 その後 第二部に移る

第二部時代を語る会 午後 6時～ 9時 (飲食付)

1。   開会 (進行役)松 平直彦

2。   献杯 渥美文夫

3.  語る発言

4。   実行員会 閉会挨拶 山中幸男  i
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No490 元赤軍派議長 塩見孝也お別れ会 前編 

２０１８年３月４日、御茶ノ水の連合会館で、昨年１１月に亡くなった元赤軍派議長塩見孝也さんの「お別

れ会」があった、 

私は、塩見さんとは１０年ほど前、ある会合で一緒になり、名刺交換をしたことがある。塩見さんとの接点

は、その時の１回のみである。「お別れ会」の案内状を見ると、「交流の濃淡を問わず参加を」ということな

ので、参加してきた。 

今回は、その「お別れ会」第一部の発言をまとめたものである。 

※ ブログの字数制限２万字を超えるため、今日と明日の２回に分けて掲載します。 

 

【「塩見孝也お別れ会」前編】 

  「塩見孝也お別れ会」ならびに「時代を語る会」への案内状 

 塩見孝也さんが、2017 年 11月 14 日に心不全で亡くなりました。享年 76歳でした。塩見さんは 1962 年

京大（文学部）に入学、京大、京都府学連で活躍しその後、三派全学連と第二次ブント結成に中心的役

割を担いました。そして、全共闘運動、70 年安保闘争の過程で共産主義者同盟赤軍派を結成、議長とし

て「大菩薩」「よど号」を主導し逮捕、破防法も適用されて 18年間にわたる獄中生活を送りました。出獄後

は「9 条改憲阻止の会」の運動に参加するなどして、多くの方と交流しました。また文筆活動を通して｢革

命の夢｣を語り続け一生を終えました。 

 塩見さんといえば、やはり「赤軍派」問題です。1969 年に「前段階武装蜂起」を主張して無謀な局面突

破を追求し、７/６事件で第二次ブンドを崩壊させ、後の連合赤軍事件への道を開いた事実を避けて通る

ことはできません。それらは日本の地において、20 世紀の革命運動の終わりを開く端緒となりました。赤

軍派を胚胎した第二次ブントの路線的根拠が問われた所以でもあります。そうした事々をも含めて想い

致しつつ、塩見さんのお別れ会を開催したいと思います。 

 第一部は「塩見孝也お別れ会」、第二部は「時代を語る会」とします。彼との交流の濃淡を問わず、彼へ

の評価の違いも問わず、多くの方々の参加を呼びかけます。 

 

https://blogs.yahoo.co.jp/meidai1970/GALLERY/show_image.html?id=34340940&no=0
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椎野礼仁（司会） 

「皆さま、今日は塩見孝也お別れ会及び時代を語る会にお越しいただきありがとうございました。一部は

発言者が決まっておりますが、俺にも喋らせろという方は二部の方でぞんぶんに語っていただければい

いと思います。 

私は椎野礼仁と申します。塩見さんの追悼記事が朝日新聞と毎日新聞に出ましたが、朝日新聞は、そこ

にいらっしゃいます樋口さんがなかなか素敵な文章を書いておりますが、毎日新聞の追悼文は、私が実

は書いております。 

私は社学同の戦旗派の方にいた人間ですので、直接関係ないんですが、塩見さんの本の出版と、塩見

さんが市議選に出た時に運動員の一人として応援しまして、晩年、ちょっと縁ができましたの、その関係

で司会を仰せつかりました。 

メイン司会の村田さんを紹介します。」 

 

https://blogs.yahoo.co.jp/meidai1970/GALLERY/show_image.html?id=34340940&no=1
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村田能則（メイン司会） 

「塩見孝也さんとは５５年くらいの前から付き合いです。途中、彼が刑務所に入って２０年くらい付き合い

が途絶えたんですけれでも、私は赤軍派ではなかったんですけれども、ブントの関係で、学生時代と刑務

所から出てきてからの付き合いが何度かあります。意見が違ったりしていますけれども、喧嘩をする時も

あれば仲良く酒を飲む時もあるという関係でした。 

今日は椎野さんと２人で進行をさせいただきます。よろしくお願いします。」 

椎野（司会） 

「それでは実行委員長から開会の挨拶をいただきます。」 

 

https://blogs.yahoo.co.jp/meidai1970/GALLERY/show_image.html?id=34340940&no=2
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新開純也（実行委員長：京大友人） 

「今日はお別れ会に参加していただき有難うございます。実行委員会を代表して、塩見孝也の大学と、共

産主義者同盟ブントのいささかの先輩として、僭越ではありますが、ご挨拶をさせていただきます。 

塩見孝也は、昨年１１月１４日に心臓疾患で亡くなりました。享年７６歳でした。 

塩見は１９６２年に京大に入学しました。たいへん目立つ男で、当時、大管法（大学管理法）反対闘争を

闘い、その過程で社学同に入りました。そういう過程の中で、６０年代中盤から上京し、三派全学連、第

二次ブント再建の中心の役割を担って活躍しました。 

７０年安保の過程で共産主義者同盟赤軍派を結成し、過渡期世界論を路線化して武装闘争を提起した。

このことについては、皆さんのいろいろな思い、賛否はあるかと思いますが、武装闘争を初めて路線化し

たのは彼でありました。７０年に逮捕され、よど号ハイジャックの共同正犯として約２０年間獄中にありまし

た。出てきてから北朝鮮に行って田宮らと交流し、近年は９条改憲阻止の会に参加、また、２０１１年の福

島第一原発事故以降は、経産省前テント村にも参加して活躍した。獄中２０年を含めて、闘い続けた一生

だった。 

その中で、彼は赤軍派リーダーでありましたから、獄中を含めてそれにこだわり続けた一生だったとも思

います。 

 

https://blogs.yahoo.co.jp/meidai1970/GALLERY/show_image.html?id=34340940&no=3
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彼は、赤軍派から出た３つの流れ、一つはよど号ハイジャック、二つ目は連合赤軍に至る過程、三つ目

は日本赤軍への流れ、こういう三つの流れについて、後の二つについては、彼は獄中にいて直接タッチ

していません。しかし、彼はそういうことに対して責任にこだわり、総括をすることを一生の課題にしたの

ではないかと思う。 

彼は自分の生をストレートに表現した男ではなかったかと思う。そのことは、しばしば多くの誤解を生み、

迷惑を被った人が多くいると思います。（笑）お別れ会には行かないという人が結構いるのも事実です。 

しかしながら、彼は自分自身のキャラクターを自分の生身の言葉で表現しようとした一生であったと思っ

ています。文字通り『わがままに生きた男』ではなかったか。そういう意味では幸せな人生を送ったのでは

ないかと私は思っている。 

今日は塩見孝也を偲び、その時代を語るとともに、現在、大きな転換点にあります世界と日本の今後の

行方を含めて、大いに偲びつつ語っていただければ、実行委員会としては非常にうれしく思います。今日

はご参加ありがとうございます。」 

椎野（司会） 

「塩見さんの奥様はいらっしゃいませんが、親しい方が手紙をいただいていて、それをご紹介するというこ

とで、ご了承を得ております。」 

塩見一子さん手紙紹介（代読：長船青治） 

＜塩見一子さんの手紙 ＞ 

御挨拶 前略 ご容赦ください。  

塩見孝也は、２０１７年１１月１４日２０時１５分旅立ちました。直接の死因は虚血性心不全。亨年７６年と

https://blogs.yahoo.co.jp/meidai1970/GALLERY/show_image.html?id=34340940&no=4
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半年。  

生前の御好意感謝致します。私が死者に代わって感謝とはおかしなことです。が、「ありがとう」「ごめん」

が言えなかった人なので・・・。  

２０１５年、家族の猛反対を押し切って、市議選に立候補以来、体調を崩し、入退院を繰り返してきまし

た。  

今年は、４月３日から１５日迄「多摩北部医療センター」に入院。８月下旬から９月一杯「順洋会武蔵野総

合クリニック」に入院。退院しても前のように元気をとり戻すことはありませんでした。       

「入院しても、もう元には戻らんのだな」と自問自答することも多くなりました。１１月１４日、武蔵野クリニッ

クで診療拒否。両病院共にトラブルの連続でした。  

ケアマネジャー、清瀬市の社協に相談。具合が悪くなったら救急車を呼んで、病院を決めてもらうという

方針にしました。  

玄関に座り込んだままの彼に「救急車呼ぼうか？」「いや、呼ばんでいい」 台所仕事をしながら会話をし

ていました。言葉が途切れたので、見ると動きません。それが、２０時１５分でした。 救急車で心臓マッサ

ージをしながら昭和病院に運ばれました。心臓は動きだすことはありませんでした。  

「午後９時５３分死亡を確認致しました。でも動かなくなったとき心臓は止まったんだと思いました」  

スタッフ全員、直立不動で背筋を伸ばし、深々とおじぎをしました。死者への敬意と受け取りました。私も

同様に、おじぎを返しました。感謝をこめて。  

眠るような安らかな死に顔でした。３年の内に、沖縄の海に散骨するつもりでおります。  

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

お世話になりました。  

塩見は何の挨拶もせず、逝ってしまいました。  

故人に代わって最後の一日の様子を中心に語らせて頂きました。  

本日は、ありがとうございました。  

いずれ散骨の日の費用に使わせて頂きます。  

塩見に対する評価（悪評）は多々あります。  

しかし、個は類に規定され、時代の子でもあります。  

彼をつくり出したのは同時代を生きた我々ひとりひとり。  

時代を総括して、新しい時代を切り開いていく力にしていく必要はあるでしょう。  

私たちとって、自分の人生に向き合うということは、塩見孝也の生涯に向き合うということでもあります。

生命のある限り逃げることはありません。  

合掌  

１２月２６日  塩見一子 

椎野（姉妹） 

「黙祷を捧げたいとと思います、皆さまご起立をお願いいたします。」 

●黙祷 

「同志は倒れぬ」の曲が流れる中、全員で黙とう。 
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椎野（司会） 

「献花をお願いいたします。」 

●献花 

「同志は倒れぬ」「ワルシャワ労働歌」などの曲が流れる中、全員で献花。 

 

 

https://blogs.yahoo.co.jp/meidai1970/GALLERY/show_image.html?id=34340940&no=5
https://blogs.yahoo.co.jp/meidai1970/GALLERY/show_image.html?id=34340940&no=6
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椎野（司会） 

「参加者の方々から一言づつお言葉をいただきます。渕上さんお願いします。」 

 

渕上太郎（経産省前テント広場代表） 

https://blogs.yahoo.co.jp/meidai1970/GALLERY/show_image.html?id=34340940&no=7
https://blogs.yahoo.co.jp/meidai1970/GALLERY/show_image.html?id=34340940&no=8
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「塩見さんとはそんなに長い付き合いではない。彼は元赤軍派議長という肩書ですが、７２年に浅間山荘

の事件があり、彼の政治的な考え方等々について、政治の世界でセンセーショナルに報じられてきたし、

彼自身もそうした問題についての一般的な考察を巡って苦労されたのかなと思っています。私も同時代

で生きているわけですから、そういう点では共通の問題もあったんだろうと思っています。総括というのは

なかなか難しい問題なので、この場でああだこうだ言うつもりはありません。ただ、人間としての塩見孝也

について少し申し上げておきたいと思います。 

塩見さんとは９条改憲阻止の会が出きてからの付き合いです。しばらく経ってから、会議が終わった後

に、彼が『渕上、ちょっと話がある』ということで何のことかと思っていたら、『俺の方が一つ年上なのに会

議で塩見と呼び捨てにされた。けしからん』と言われた。（笑）『もしそうだったとすれば悪かった』と謝って

終わった。その後いろいろあったわけですが、ある日突然『３０万円貸せ』と言われた。『返すのか』と聞い

たら『はい』と言うので貸したが、その後お金の話は一切ない。それはそれで仕方ない、そんなこともある

だろうと思っている。 

７０にもなろうとする男が、呼び捨てにしたと怒って一席設けるわけです。ほとんど学生時代から成長して

いない。（笑）成長すればいいというものではないわけですが、革命運動などと言う限り、少しずつ成長し

ていかないとなかなかうまくいかない部分があるはずです。そういう点が全く見られなかったので、おもし

ろい男だと思っていた。 

その後、改憲阻止の会が沖縄闘争に取り組んだことがあって、ユニークな沖縄闘争をやりたいと考えて、

その金集めの出し物として塩見孝也さんの『生前葬』をやった。その時に、彼から重要な抵抗はほとんど

ありませんでした。しかし、本音はたぶん『何で俺なんだ。俺はもうお終いということか』という思いもあっ

たはずだか、直接俺には言わなかった。 

生前葬に賛同していただいて、おかげで。かなりの金額を沖縄にカンパできた。 

９条改憲阻止の会でそういうことをやってしまったものですから、本当に死んだらどうしよう思いましたが、

これは普通の方が普通に亡くなっていく対応しかないわけであります。 

亡くなってからしみじみ思うわけですが、彼があの世で、まったく違った分野で頑張っていこうということで

あればいいなと思っている。違った分野で違った経験をして、もう１回転じて、彼の希望していた『革命家』

の道を成就することができるのではないかと思ったりするところであります。 

彼は『学生運動革命家』として一生を終えた。これはこれで大変幸せな一生ではなかったのかと思ってい

ます。楽しい人生を送っていただいて、私も塩見さんの人柄に触れることができて、それはそれで良かっ

たと思っています。」 
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椎野（司会） 

「９条改憲阻止の会の三上治さんにご挨拶いただきます。」 

 

三上治（９条改憲阻止の会） 

「塩見とは長い付き合いで、塩見のことはいろんな話があって、どういう風にお別れするかと思っていて、

自分の中でいい言葉がないというか、もっと時間をかけて、いろんな形でやらなければいけないと思って

います。 

１９６９年から７０年にかけて、いわゆる赤軍派が登場した時、僕はブントの右派といわれた、後に叛旗派

となるグループの先頭で、塩見とは一番激しく対立していた時代がありました。それは、あの時代に武装

闘争をやることが正しいのかどうか、基本的に僕は反対の考え方をとっていて、一番激しく対立した時期

があります。その時代の後も、ずっといろんな形で総括し、話し合ってきました。 

その後、９条改憲阻止の会で一緒になり、活動してきました。議論もし論争もしました。６０年代の話にな

ると、２人で激烈な喧嘩になり、収拾がつかなくなり、周りがハラハラすることもありました。でも、お互い

にその問題について決着つかなくとも、何らかの形で考えていかなければいけないということに関しては

塩見と共通の考えを持って、お互いの意見を聞こう理解しようとしていました。 

9 条改憲阻止の会が経産省前にテントを作り、初期は塩見も来ていた。その後、清瀬市会議員の選挙が

あり、選挙の後、清瀬まで塩見に会いにいきました。彼も前から心臓を患っていて、お互いに身体には気

を付けようという話になりました。 

塩見自体が、本当の意味で自分の心の底を、あの当時どうだったかということを本当の意味で語ったの

か、語らなかったのか。たぶん語りたかったけれど語れなかったのか、あるいは言葉にしたかったけれ

ど、まだ言葉にならなかったのか、それは塩見の問題ではなくて、また俺の問題でもあるんだろう。 

塩見とお別れするのは、塩見の本音を自分自身で本当に理解できた時だろうし、それまでは塩見さんの
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存在は僕の中ではずっと続いていくだろう。それは、あの時代を共に闘った、その時代の問題でもあるの

だろうと考えて、しばらくは、お別れしたいけれど、お別れするためにはまだまだ時間がかかる。まだしば

らくは、お別れという言葉を留保させていただきます。」 

椎野（司会） 

「続いて、塩見さんと北朝鮮とかイラクに一緒に行ったり、市議選の時には応援に来ていただいた作家の

雨宮処凛さん、お願いします。」 

 

 
雨宮処凛（作家） 

「皆さん６０年代くらいからの付き合いがある方も多いと思うんですけれども、私はちょうど２０年前、塩見

さんのイベント、確か『赤軍派対ダメ連』、ダメ連という若者のムーブメントと赤軍派議長が語るみたいなイ

ベントに行ったのが、１９９８年、私が２３歳くらいの時だったと思うんですけれども、塩見さんが初対面の

ただの客の私に、いきなり『北朝鮮に行こう』と言ってきて、それが最初の会話で、私も元赤軍派議長にい

きなり北朝鮮旅行に誘われて、断ったら殺されるんじゃないかと思って（笑）しょうがないから二つ返事で

行きますと言って行ったのが初めての海外旅行で、９９年に北朝鮮に行った。何で北朝鮮に行くのか全然

説明がなくて、とりあえず平壌に行けば何とか活動するだろうみたいな感じで、いきなりよど号グループの

宿舎にぶち込まれて、子どもが同世代だったので、子どもたちと仲良くなって、それで５回北朝鮮に行っ

て、よど号の子どもが日本に帰ってくる時に、私は平壌まで迎えに行って一緒に帰ってきて、そんなことし

ていたから、日朝会談があった直後に家にガサ入れが入って、本当に塩見さんと付き合っていると、いき

なりいろんなことに巻き込まれて人生がおかしな方向になるという、それを実践している一人です。皆さん
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もいろいろ迷惑を被っていると思いますけれども（笑）、私にはこの２０年でこのような実害というか、その

ようなことがありましたけれど、塩見さんに強引に巻き込まれたお陰で、人生がとっても面白くなったとい

うことがあります。 

 

あと、晩年の塩見さんのことで、皆さん知らない方もいるかもしれないですけれども、この１０年１５年くら

い、塩見さんの周りに生きづらさを抱える若い人たちがすごく集まってきて、私のイベントにも塩見さんに

来てもらっていたんですけれども、２０１０年にここで塩見さんの生前葬をした時は、元引きこもりの若い

人が『俺は駐車場管理人』という自作のヒップホップを歌ったことがあって、その彼は塩見さんのことが大

好きで、他にも引きこもりとかニートとかいじめられていたとか不登校だったとか、社会的に排除されたよ

うな若い人が、塩見さんの周りにすごい集まっていて、塩見さん塩見さんとなついていたんですね。何で

かというと、その人たちのいろんな悩みを普通の大人に相談すると『自己責任だ』そんなことを言われる

けど、塩見さんに相談すると全部資本主義が悪いんだ（笑） 

それは全部資本主義の問題だ、世界同時革命しかないと言う感じで、普通の大人が言うのとは全く違う

ことで、元赤軍派議長にお前は悪くない、お前の生きづらさの原因は資本主義だと断言される。そういう

形で塩見さんと関わった若者たちが、塩見さんが意図しない形ですごい勇気づけられて、元気になってい

くということがたくさん起こっていたんですね。本人は気付いていなかったけど、すごいたくさんの人を救っ

ていた。 

自己責任をいわれて分断されて孤立化させられていく中で自殺に追い込まれていくという中での苦しさに

対して言ってくれたので、塩見さんがどこまで若者たちの思いを理解していたかわからないですが、そう

いう形で救っていたというのはすごい大きなことです。 

私は２０年前は右翼団体にいて、塩見さんにやめろ辞めろと言われていて、１２年間から貧困問題と労働

問題を始めたら、全部自分の手柄だと思ったらしくて、それからしょっちゅう電話が掛かってきて、明らか

にこっちの運動を乗っ取って世界同時革命をやろうというのがバレバレなんです（笑）。 

１０年前にシルバー人材で仕事をしてからすごく変わって、シルバー人材センターユニオンを作りたいと

相談に来たことがある。結局、シルバー人材ユニオンから世界同時革命をしたいということをまだ言って
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いて、とても感動したことがあって、本当に好き勝手に生きてきた人だったなと思います。 

私にとっての塩見さんは『世界同時革命おじさん』でした。」 

椎野（司会） 

「この方も塩見さんと交差した方で、塩見さんが左から右へ、鈴木さんが右から左へ行くような交差がず

いぶんあった鈴木邦男さんから一言いただきたいと思います。」 

 
鈴木邦男（元「一水会」最高顧問） 

「鈴木邦男です。今、司会者が交差と言いましたけれど、そういう点もあったのかなと。僕がかって右の運

動を４０年間やっていて、今は左翼だといわれますけれども、塩見さんの名前は昔から知っていましたし、

本も読んでいました。ただ、皆さんと違って同志ではなかったので刑務所に迎えに行くこともできなかっ

た。 

出てきてから、運命的な討論会がありました。予備校の河合塾で『左翼激突討論会』というのがありまし

て、塩見さんと私がやりました。名古屋でやって、大阪でやって、東京でやって、全国でやりまして、塩見

孝也というのはものすごい人だと思ったんですけれども、でも、結構脇が甘くて人間的なんですね（笑）。

そういう意味で非常に面白い人ですね。 

塩見さんが左翼のアホどもに利用されるのが嫌で、一度塩見さんにこう言ったことがあったんですが、

『塩見さん、そろそろ革命家としてきちんとこの国の将来を考える本を作りましょうよ。憲法９条の改憲阻

止の会なんかやっているんじゃない』すみません、関係者がいっぱいいるのに（笑）『それよりも憲法その

ものが日本にはいらないんじゃないか。天皇制もいらない。そういうことをきちんと言ったらどうですか』と

言った。かって、社会主義協会の人がこんなことを言ったことを覚えている。社会主義協会の代表だった
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人は『日本には自衛隊なんかいらない。自衛隊を赤軍にしろ。ワルシャワ条約機構に加盟しろ』と言って

いた。敵ながらあっぱれなことを言うなと思った。塩見さんにもそういう存在になって欲しいと思ったんです

ね。塩見さんにも『天皇制はいらないでしょう。大統領制にしましよう。自衛隊はいらないでしょう』という話

をしたんです。塩見さんは『そうだな』と。『じゃあ憲法９条の問題をやっているところじゃないでしょう、天皇

制はいらない、大統領制にする、最初の大統領は塩見さんですね』と聞いたら、塩見さんは謙虚なんで

す。『俺はダメだ。中核派の親分、本多さん』。『その次は塩見さんですね』と聞いたら答えない。 

冗談半分なんだから大風呂敷を広げればいのに、正直で言わない。 

雨宮さんが言っていましたが、若い人の話を聞いたと。塩見さんはキチンと聞くんですね。『君はなかなか

革命的だ』とほめる。ほめる言葉の最大の表現が『革命的』ですからね（笑）。それで、『今の若者は大し

たものだ、しっかりしている』。どこがしっかりしているのか、こいつらは、と僕は思いました。他人に対して

甘いんじゃないかと思いました。 

あれだけのことをやった日本のレーニンといわれた塩見さんだから、もっと大きく構えていればいいと思う

んです。 

連合赤軍の人たちが塩見さんの責任を言うと、これこれと細かく例証を上げるんですね。そんなことよりも

全部自分が作ったんだ、俺のせいだ、成功も失敗も全部俺のものだと言ったらいいと思うんです。でも、

そういう風に言えなかった。きっと人間が真面目なんですね。そういう意味で残念だったと思うし、そういっ

た形で塩見さんをもっと大きくすることができなかった我々傍にいた人間の失敗だと思います。 

塩見さんを送るということですが、送りたくないですね。阻止したい、奪還したいという感じですね。肉体は

奪還できなくても、魂は、また、革命の志は奪還したいと思っています。塩見さんが出来なかったことを、

我々がみんなが何とかしてやっていきたいと思っています。」 
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椎野（司会） 

「続いてトークライブ酒場を経営している平野悠さんにお言葉をいただきます。」 

 
平野 悠（ロフト＋１経営） 

「僕はロフト＋１というトークライブハウスを経営していまして、その中でいろんな論争があったり乱闘があ

ったりしました。僕は青春時代は、ブントが初めて作った労働戦線で懸命に労働運動をやっていました。

でも２年間一生懸命やったことが、あの連合赤軍事件で悲惨な目に遭って仕事を辞めました。僕は学生

時代も労働戦線の時代も塩見と全く接点がなかったです。 

８５年に酒場、トークライブハウスを作った極端なきっかけは、中核と革マルを同じステージに上げて喋ら

せたいというのがずっと僕のテーマにあったんですけれども、結局、僕のところに出たのはブント系しかな

かった。９８年に塩見さんと会いましたが、塩見さんは全く孤立無援でしたね。２０年間の獄中生活の中

で、彼はいろんなことを思ったに違いない。出たらもう１回組織を作って世界革命をやるということはなか

った。塩見さんが出てきて何かをしたいという土壌が一つもなかった。 

それで僕は塩見さんを立てるしかないと、塩見さんを呼んだいろんなイベントをやりました。１５年前に塩

見のイベントをやった時に、塩見さんの事務所にＦＡＸが入って『塩見を殺す』。普通の人だったら面白が

って、右翼こいこいとなるが、塩見さんは異常反応しまして、防衛隊を作ってどうのこうの、そこまではい

いんですが、店の入口で一人一人チェックして写真まで撮って、新宿署の公安もいるというムチャクチャ

なことをやった。ふざけるな、俺のところは絶対警察なんて入れないと一時絶縁した。 

だけど塩見さんはいい人なんだな。塩見さんとは北朝鮮に行き、イラクに行き、原発の時は福島まで行っ

て一緒にデモをしたり、いろんなことをしました。 
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最後の塩見さんとの決別の場所は、塩見さんから電話がかかってきて『俺は選挙に出る』たぶん、裏では

お金出せというだけの話だったと思うんですけれども、塩見さんに言われちゃったらしょうがないんで、僕

と鈴木邦男と雨宮処凛と選挙の応援演説に行った。選挙日の前日には、皆で町をゲバラの旗を持って、

赤軍派だと、世界革命の旗を持って町中行進したんですよ。これはひんしゅくもので、町はドンビキ。選挙

演説の時は買い物かごを持ったおばさんに対して世界革命をやる訳ですよ（笑）。本人は受かるつもりだ

ったらしいが。僕は間違いなく受からないと思った。でも３００票くらい取ったんだよね。２０年間牢獄にい

たせいなんでしょうが、午前中に演説して午後には家に昼寝に行ってしまう。そんなこともありました。 

でも塩見さんはいい人です。塩見さんは大衆運動にとにかく入り込みたい、自分で何かやりたいといった

時に、僕の店は若者もいたし、彼は僕の店で開いた学習会にも入り込んできて、『賃労働と資本』の学習

会をやったんですけれども、全部パクるんですけれど、組織者としてはうまくいかなかった。 

塩見さんは最後の最後まで世界革命を忘れていなかった、という無茶苦茶偉大な人です。」 

椎野（司会） 

「平野さんが紹介していた選挙演説の時に、塩見さんは獄中２０年と言っていた。それは隣の西東京市

で、自分は大菩薩で捕まった赤軍派であるということを隠さずにトップ当選をしている市議会議員の選挙

参謀がそういう戦術を打ち出した。（選挙参謀は）『塩見さん、他の人と同じことをやってもダメだ。１人対

他の候補２２人という構造を作り出せばそこに勝機があるかもしれない。そこにしか勝機がない』というこ

とを仰って、それを採用して、２３人中２２位、３１９票で落選しました。ただ供託金は取り戻しました。」 
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村田（司会） 

「これから学生運動の時代に活動家だった方が発言します。最初は白川真澄さん、お願いします。」 

 
白川真澄（京大大学時代の友人） 

「私が大学に入学したのは１９６１年、安保闘争の次の年です。彼が入学したのは１９６２年に文学部に入

学した。教養部のブンドの新しいリーダーとして活動するようになった。当時の京大ブンド、関西ブントは、

渥美さんとか新開さんとか、きらびやかなスター軍団ぞろいで『巨人』のようなものです。私は共産党に入

党したわけですが、共産党は人材もない戦闘力もない、当時の広島カープのような『貧乏球団』に入った

という印象だった。この『貧乏球団』をブントに並ぶ強い『球団』にしなくてはいけないということで、私が大

衆運動の前面に出まして、塩見君とライバルとしてやりあったということであります。 

当時の京大ブントの新開さんたちとよく論争しましたが、かなり生産的な論争ができたと思っています。だ

けど、塩見とは生産的な論争をした記憶が全くない（笑）。新開さんとはグラムシとかローザを読んで、そ

れをベースにして論争するわけですが、塩見は読んだことがないんじゃないか。あいつのレーニン理解は

何なんだろうと思っていて、結局塩見とは腕ずくでやり合うことが多くて、論争にならなかったというのが

私の印象です。彼は『日本のレーニン』と呼ばれたそうだが、誰が言ったのだろうか（笑）。自分で言った

のではないか、とさえ思う。 

私たちにとっての華というのは、６８ 年から７０ 年にかけての闘争ということになって、同じように体験し

たわけですが、私は共産党から当然のように除名されまして、共産主義労働者党という党派を結成しまし

た。これは『遅れてきた新左翼』ということで、中核の諸君とかブントの諸君が先行していましたから、何と

か追いつけ追い越せということで、私たちも反政府実力闘争を展開してかなりの犠牲者を出しながら実
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力闘争を展開しました。ただその中で、いろいろな要素があって、政府を実力で倒すという闘争と同時

に、全共闘運動に見られるように自分たちに決定権を取り戻す、つまり自治の革命とか、あるいはフラン

ス５月革命に見られる自主管理の闘い、そういう新しい要素が芽生えていたのではないか、今も当時もそ

う考えていました。私たちは政治革命だけではなくて、社会革命もということで『政治＝社会同時革命』と

いういい方をして、６８年６９年の闘いに行こうと考えていたわけです。 

ある時、６９年ですが、上京していた塩見とばったり出会った。私は共労党の専従で上京していた。その

時、塩見に『塩見、暴力だけでは世の中は変わらないぞ』と言った。それ対して、塩見は『何言ってるん

だ、暴力で変わるんだよ、暴力で』と言った。その後、交わることはなくて逮捕されて、長い獄中生活を送

るわけです。出てきたときに出迎えに行って付き合いが復活するわけです。 

私は６８年６９年というのは、世界革命ということでいうと、国家権力を獲る革命あるいは政府権力の奪取

を優先する革命から、自治の革命に革命というものが大きく転換する歴史的な転換点だったと、私は総

括している。 

このことは、国家権力を獲る革命、あるいは政治権力を奪取することを優先する革命は、革命的な暴力

を伴います。革命的な暴力というものは、当時の新左翼の共通の考えであったわけです。『革命的暴力』

をどうするかという問題があって、やっぱり塩見君はぎりぎり武装闘争を追求した。６８年から７０年にか

けて東京でやった反政府実力闘争は敗北した。敗北をはっきり認めなければいけない。私たちは、三里

塚闘争の中で、もう１回実力闘争を復権するという道を選んだ。 

ちょうど今年が管制塔占拠の４０周年になるわけで、生活空間に根差した人々の抵抗の暴力は強いとい

うことを非常に実感しました。と同時に、世界的に行われた民族解放の武装闘争、第三世界の武装闘

争、ベトナムやパレスチナの解放闘争、そういうものに世界革命のリアリティを求めたわけです。だけれど

も、それが８０年９０年代に挫折をしたということをどう考えるか、という問題があります。私は、暴力の問

題は、人々の生活空間に根差した『抵抗の暴力』は強い、これは生きるというのが私の一つの考えで、そ

の点、塩見がどう考えたのか、彼が生きていたら論争したかった。 

普通、偲ぶ会というのは、良いところを挙げて、最後にちょっとけなすということがあるけれども、何が良

いところかよくわからない。 

最後に一つ申し上げます。塩見はリアリスとしての革命家としてはダメだ。だけれども、間違いなく革命の

夢を追い求めたロマンティストであったことは間違いない。リアリストであるためには、冷たい計算をして

闘いを勝利に導くためには、その原点は熱い心を持ったロマンチストでなければいけないと思います。そ

の点で、ロマンチストでありたい、あろうという塩見とどこかで一致するのではないかと考えているところで

す。」 

村田（司会） 

「白川さんのお話の中で、誰が塩見を『日本のレーニン』と最初に言い出したかということですが、私の記

憶では、たぶん藤本敏夫が、新聞記者相手に関西弁で『レーニンみたいな男やな』と言ったと記憶してい

る。次に朝日健太郎さんお願いします。」 
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朝日健太郎（先駆社代表） 

「私は１９４４年生まれです、塩見さんよりちょっと下ですが、同時代を生きてきた一人です。私はフロント

派といわれていた政治グループの責任者でもあります。 

彼の特徴点は世界同時革命、武装闘争ということでありますけれども、その視点からいいますと、私は終

生一貫して反対し続けてきた右翼日和見主義の代表のような立場であります。塩見さんとは、実はほと

んど接点がありません。３・１１以降、立ち話をする機会はありました。 

塩見さんは第二次ブントの中心的な方ですが、第一次ブントで世の中を騒がせている人は西部邁です。

この人物はどういうわけかメディアでは賛美されている。６０年安保のブントの人たちの一群は、皆さんご

存知のように保守派に行きました。それは、国家をどうするかということで中曽根など保守派に近づいた

と思います。西部はそこに行けなかった。彼は共産主義は嫌い、これは反スタですね。もう一つは親米保

守は嫌い。これは私の理解ですが、６０年論争の時に最大の論争点は自立従属論争というのがあった。

ブントは私たちと同じように自立派、日本帝国主義復活と闘うにはどうするのかというのがテーマであっ

たわけですから、アメリカと手を組んでやろうという気はさらさらなかったし、ましてや、従属的な発想は全

くなかったですね。ですから西部は親米保守が嫌いだった。保守派に行ったにもかかわらず、彼の考え

は合理主義です。力で振り負かすというのは彼には合わない。そうすると、最後は行く場所がなくなった

のではないか。私は安倍晋三は対米従属を賛美しているとは思いません。彼は明らかに日本の自主独

立をどうするかということを保守の側から考えている一人です。彼は最終的には憲法だけではなくて、核

武装もそうだし、天皇元首化もそうだし、日本の復古的なものをもういっぺんやろうという発想に近い方で

ある。西部は行く場所がなくて死んだと私は思っている。 

https://blogs.yahoo.co.jp/meidai1970/GALLERY/show_image.html?id=34340940&no=15
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塩見孝也の長い人生を見て、ブントの中で保守に行かなかった代表者の一人だと思う。それは保守に行

かなかったけれども、革命をどうするかということを終始考えていたことは間違いない。 

私は世界革命戦争と市議会議員選挙がどうして結びつくのかということを彼に聞くこともなかったし、私の

理解を超えた発想であります。 

彼はいろんな評価はありますけれども、彼のフェイスブックを読んだ友人によりますと、そこに革命家と書

いてあるという。そうか、彼は革命家として終生闘ったんだ、その中身はともかくかくとして、その志は私

は最後に称えたいと思います。」 

（明日のブログ後編に続く） 

No491 元赤軍派議長 塩見孝也お別れ会 後編 

２０１８年３月４日、御茶ノ水の連合会館で、昨年１１月に亡くなった元赤軍派議長塩見孝也さんの「お別れ会」があった、 

私は、塩見さんとは１０年ほど前、ある会合で一緒になり、名刺交換をしたことがある。塩見さんとの接点は、その時の１

回のみである。「お別れ会」の案内状を見ると、「交流の濃淡を問わず参加を」ということなので、参加してきた。 

今回は、その「お別れ会」第一部の発言をまとめたものである。 

※ ブログの字数制限２万字を超えるため、昨日と今日の２回に分けて掲載しています。 

 

【「塩見孝也お別れ会」後編】 

村田（司会） 

「若い人はご存じないかもしれませんが、昔、三派全学連というのがありました。このネーミングは革マル派なんです。三

派の寄せ集まりで、三派一緒にやってもいずれ分裂するだろうということを揶揄するために三派全学連という名前を付け

たんです。これが学生運動の高揚期と重なりまして、新聞にも三派全学連が堂々と載るようになったんです。１０・８から

王子、成田闘争と学生運動の発展期にありましたので、三派全学連という名前が市民権をもつようになった。だから揶

揄されている我々の方も、三派全学連は野暮と思っていたのがかっこいい響きになってきたので、我々も三派全学連を

使うようになってきた。これから何人かの方は、その当時の三派全学連のリーダーの皆さんにご発言をお願いしたいと

思います。最初に三派全学連時代の東京都学連委員長の三島浩司さん、旧名山本浩司さんです。」 

https://rdsig.yahoo.co.jp/blog/article/titlelink/RV=1/RU=aHR0cHM6Ly9ibG9ncy55YWhvby5jby5qcC9tZWlkYWkxOTcwLzM0MzQxNDQwLmh0bWw-
https://blogs.yahoo.co.jp/meidai1970/GALLERY/show_image.html?id=34341440&no=0
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三島浩司（元東京都学連委員長） 

「今、司会の方が仰いましたけれども、私たちの時代はいわゆる三派の時代。私が塩見孝也さんと初めて会ったのは、

おそらく１９６３年の春だったと思います。１９６３年の春は、全国自治会代表者会議が京都でありました。場所は京都先

斗町の芸者さんとか舞子さんがお稽古するところです。彼と知り合ったのはその頃で、彼は本能寺のあたりの下宿に住

んでいました。それからしばらくして、個人的にも親しく付き合いまして、京都に行った時は彼のところに泊めてもらいまし

た。 

連合会館のすぐ近くに全電通会館がありまして、６５年の７月に都学連の再建大会がありました。その都学連再建大会

以降、彼はしばしば東京に出てきている。それから１年くらいで常駐するようになったと思います。 

彼らしい面白いエピソードがあります。白川さんの話でロマンチストという話がありましたが、彼が東京に出てきて、何人

かと一緒に新宿の飲み屋で飲んでいて、彼は何を思ったのか、店の若い仲居さんに『私は京都から出てきた塩見孝也と

申します。全学連再建のために東京に出てまいりました。付き合ってください』（笑）無理だと思いますけれども、そういう

ことを言った。彼とはそういう風な付き合いで、よく飲んだ。その後、あまり付き合いはなかったんですが、７２年の連合赤

軍事件の前に彼は逮捕されて、連合赤軍事件でかなり参っているのではないかと思い、当時の東京拘置所に会いに行

った。事実、かなり落ち込んでいて、第一声は『すべて俺の責任だ』と言っていました。塩見に『全部自分の責任だという

のは、ある種ごう慢じゃないか。お前がそんなことをできるわけがない』と言った。 

塩見は新潟刑務所にいて、府中刑務所に移されて、出たときに府中での出獄の歓迎会で２０年ぶりに会った。その後、

彼と平壌に行ったりした。彼とは大勢で一緒に飲んでいたが、二人だけでじっくり飲んだ経験はないような気がします。 

陶淵明に『長い年月を経ってみれば、栄誉や知力は何でもない。ただ、この世を去るにあたって残念なことがあるとした

ら、もうちょっとだけ酒を飲みたかった』という意味の詩があります。 

https://blogs.yahoo.co.jp/meidai1970/GALLERY/show_image.html?id=34341440&no=1
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やがて私も行くと思いますので、今度はゆっくり彼と飲んでみたいと思います。」 

村田（司会） 

「次の発言者として、秋山勝行さん又は吉羽忠さんと書いてありますが、江戸川区の前進社あてにご案内の親書を出し

ましたが、返事がきませんでした。今日はお見えになっていませんので、残念ながら発言はないということになります。 

ブントの当時の書記長だった渥美さんにご挨拶をお願いします。」 

 

渥美文夫（元ブント書記長） 

「塩見とは長い付き合いがあったわけですが、塩見孝也でまず思い出されるのは、第二次共産主義者同盟結成のため

に共に頑張ったことが思い出される次第です。 

しかし、１９６９ 年７月、塩見孝也が前段階武装蜂起を主張しました。私はそれは時期尚早である、そこまで情勢は煮詰

まっていないと考え、塩見孝也と別れた。連合赤軍事件は、森あるいは永田の指導者としての問題があると思います

が、私は、連合赤軍事件というのは、まさに塩見が唱えた前段階武装蜂起という政治路線が具体的に破綻していくプロ

セスそのもの、政治路線的な事件として我々は捉えなくてはいけないいと考えます。 

塩見と話をしても、最後までそれは受け付けませんでしたが、私はそのように思っています。 

１９７０ 年以降、我々の運動は後退を強いられてきました。その中で大きな要因として、連合赤軍事件と内ゲバが指摘

されてきました。私は確かにそれは大きな要因であったと思っています。しかし、我々左翼の後退というのは、日本的な

現象というよりも、むしろ世界的に我々左翼、共産主義の運動が後退を余儀なくされている、これは事実だと思います。

その原因は何であるか考えた場合に、その一番大きな要因は、ソ連の崩壊と中国の変質、これが非常に大きな要因と

して我々に突き付けられていると思います。実際に今のロシア、中国、これは開発独裁というか国家資本主義です。そう

いう現実を突きつけられる中で、私たちはそれをどうとらえ返すのか。確かに我々はソ連共産党の官僚化、腐敗を指摘

し彼らは世界革命の立場を捨てて、各国の革命運動を自国防衛のための道具にする、そういうことを我々は厳しく批判

https://blogs.yahoo.co.jp/meidai1970/GALLERY/show_image.html?id=34341440&no=2
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してきました。しかし、ソ連崩壊 中国の変質、そういうことは、我々にさらに厳しい課題を突き付けている。 

今年はロシア革命１００ 年、中国革命７０ 年、ここで示されてきたことに対して、裏切りである、腐敗であるということだ

けでは済まない。７０年１００年というのは一つの歴史の重みだと思います。ロシア革命の１００年、中国革命の７０年を

考えると、いったいプロレタリア独裁と一党独裁はどう違うのか。結局のところ一党独裁でしかない。これを我々はどう総

括するのか。我々はブルジョア民主主義ということで、いつもこれを見下してきました。しかし、実際のプロレタリア民主

主義とは何だったのか、ということが問われている。それに対して、我々は、今や明確な我々が考える政治システムを提

起しえない。ただソ連共産党の腐敗、中国共産党の腐敗というだけでは、不十分である。さらには、中央集権的な国有

化経済というものが、実際には経済合理性を差別化していった、これも事実として我々に突き付けられた。あるいはスタ

ーリンのコルホーズ政策、あるいは毛沢東の人民公社方式を我々が批判するとするならば、我々はどういう農業政策を

持っているのか、そういう我々が考える政治システム、我々が考える政治経済政策について、我々がより立ち入って、

我々の考えを鮮明にさせていく、そのことを抜きにしては我々は進むことはできない、そういうことを私は突き付けられて

きたと思っています。 

今、搾取と抑圧、支配と差別に反対する戦いは全世界いたるところで展開されています。しかしながら、それらの運動と

共産主義とは乖離した状況にある。共産主義思想は何らヘゲモニーを持っていない。そういう中で、我々の道はロシア

革命１００年、中国革命７０年の歴史総括を内包したものとして提起されなればならない、我々は圧倒的に立ち遅れてい

る。我々は急がなければいけない。 

以上、塩見孝也お別れ会の言葉とさせていただきます。」 
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村田（司会） 

「次から元赤軍派関係の方の発言をお願いいたします。高原浩之さん。」 

 

高原浩之（元赤軍派) 

「私は、第二次ブンドと赤軍派を通じて、塩見孝也とずっと政治行動を共にしてまいりました。そういう意味で、その間の

政治的責任を共有するという立場で、少し思いを述べさせていただきたいと思います。 

 まず、赤軍派についてどのように思うのか、ということですけれども、赤軍派が７０年闘争を飛躍的に発展させたいとい

う思いから結成されたことは間違いありません。しかし、現実に起きたことは何かというと、第１に７・６事件で第二次ブン

ドを崩壊させた。第２に起きたのは何かというと、連合赤軍事件。この事件は人民の闘争に壊滅的な損害をもたらしたこ

とは間違いないと思います。なぜ起きたのか？赤軍派は実際に武装闘争に着手する前に、大菩薩峠で多くが逮捕され

て基本的にはそこで挫折しました。にもかかわらず、人民に依拠しない、革命の原動力の点では根本的に誤っていた革

命戦争路線を引きずった結果というのが連合赤軍事件であったと私は思っている。その赤軍派の路線が破綻したとき

に、いったい何で組織が維持されたのか。リンチでしょう。このことによって組織を維持する。それは革命運動の中にず

っと蝕んできていた悪い『体質』が、いわばそこの路線の全面的な破綻の中で噴出してきたと考えざるをえないと思いま

す。事件の後、当然、人民に依拠する、そういう路線に転換することを我々は問われました。実際、自己批判と総括を行

って、赤軍派という組織はなくなりましたが、関係者はそのような路線に転換していったと思います。 

しかし、連合赤軍事件というのは、もっともっと悲惨であると考えています。『時代』だとか『夢』だとか、そういう言葉で赤

軍派の指導路線の責任をあいまいにしたり、あるいは赤軍派を美化するのは止めていただきたい。赤軍派の指導路線

に問題があったわけですから、赤軍派の指導部は、当然、根本な誤りは路線にあったと認めなくてはならない。その上

で、連合赤軍事件で殺された同志に対して謝罪する。また、さらに連合赤軍事件で生き残った人たちも、極めて不本意

https://blogs.yahoo.co.jp/meidai1970/GALLERY/show_image.html?id=34341440&no=3
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な形で他人を殺している、人生を破滅させている、そのことに対しても赤軍派の指導部は謝罪しなければいけない。ある

いは、さらに、赤軍派関係者の中にも、多くの人が人生を狂わされている。そういう関係者全員に対して謝まらなければ

いけない。そういう意味で、この『会』は赤軍派の問題に関して決着をつける、けじめをつける、そういう『会』になるべき

であると私は思っています。そういう意図で発言しています。ここに塩見孝也の写真が飾ってありますが、同時に連合赤

軍事件で殺された山田孝とか遠山美枝子とかの写真も飾るべきでしょう。あるいは、事件の責任をとって自殺した森恒

夫の写真も飾るべきでしょう。そういう意味で赤軍派に結末をつけるのがこの『会』だと思っています。私にとって赤軍派

は、今、後悔とそして贖罪以外の何物でもないと思っている。 

次に私が申し上げたいのは、赤軍派を生み出した第二次ブントと塩見孝也についてどう思っているかということですが、

昨年は羽田闘争５０年でしたが、７０年において、新左翼は、三派全学連とか全共闘運動あるいは反戦青年委員会を通

じて学生大衆と結合し、一部の青年労働者と結合し、数としては社共･総評ブロックより少数ではあったかもしれません

が、明らかに７０年闘争全体をけん引していた。そういう中で第二次ブンドも、それなりの役割を果たしましたし、塩見も

第二次ブンドの有力な指導者であったと思っている。 

この７０年闘争は２１世紀の現在でも非常に大きな意義がある。例えば新左翼の代名詞はいわば実力闘争ですけれど

も、これが大衆を捉えましたけれども、それは日帝打倒、プロ独、社会主義革命という新左翼の政治路線を抜きには考

えられないものです。この実力闘争の思想というものが、直接民主主義ですけれども、現在的には『自己決定権』とか言

われるものであって、それは、今後、コンミューン･ソヴィエトとつながっていく、そのようなものだろうと思っています。ま

た、７０年闘争はベトナムと中国、民族解放闘争と文化大革命に対する共感と連帯と支持とを大きな力として、世界的な

闘争で『６８年革命』といわれましたけれども、そういう闘争として日本の人民運動の中にアジアと連帯するという思想と

体質を根付かせたと思っています。このアジアと連帯するという体質も、７０年闘争以降、ずっと日本の人民闘争に根付

いてきている体質だと思っています。 

それから考えると、塩見の『過渡期世界論』は帝国主義から社会主義への過渡期である。そこにおいては３ブロックの階

級闘争が結合するといわれましたけれど、何よりも、ロシア革命以降、民族解放闘争･社会主義革命の発展は、アジア

においてなされていく。そのアジアの革命と日本の社会主義革命は結合する、というところに根幹があったと思いますけ

れども、こういう時代認識は現在も引き継がれていると思っています。 

以上の点で、私は赤軍派の罪は大きい、後悔と贖罪であるというと同時に、第二次ブントが存在した意義、そこで塩見

が果たした役割というものを、やはり高く評価しなければならないと思っています。 
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我々７０年闘争の世代が、最後に何を残していかなければいけないのか。 

２０１５年の反安保法闘争を頂点として、人民闘争が発展に向かっていますけれども、その人民闘争というのは、一つ一

つの課題、例えば民族・女性・部落などの差別問題が大きいだろう。あるいは労働者階級の『下層』という問題がとても

大きいと思う。私は直接大衆運動には関与しませんけれども、その運動を見ると、新左翼がその運動の中で良い体質、

一言でいえば実力闘争、自己決定権という体質は堅持しながらも、小ブルジョア急進主義という悪い体質を払しょくし、

清算し、人民大衆と結合していたことの結果として。現在の人民闘争はあると思います。その一つ一つの努力は偉大な

ものであると表現すべきだと思っています。私は７０年闘争の世代なので全共闘運動は見ていますけれども、今の人民

闘争の 5 年１０年２０年をかけた先には、おそらくあの全共闘運動が全人民化し、全社会化するというものが展望できる

のではないか。それを一言でいえば人民民主主義といってもいいかもしれないし、革命的民主主義といってもいいかもし

れない。そういう運動が目の前にある。あるいはアジアとの連帯について、残念ながら中国はすでに帝国主義になって

おりますけれども、日本と中国の２つの帝国主義に反対し、２つの覇権主義に反対する、そういう中で朝鮮、韓国、台湾

とか香港とかアジアの民族と国家の独立とか自己決定権を守るとか、そういう闘争を支持する中に、中国とか朝鮮、韓

国、日本人民が結合していくという方向も強まっていくと思います。 

ロシア革命から１００年、いろんなことがありました。私はソ連の崩壊は帝国主義の崩壊だから大変よろしいことであると

思っています。しかし、文化大革命が破綻した後の中国の変質、民族解放闘争に勝利した後のベトナムの変質、そして

今ある朝鮮の信じられないような現実、これは極めて深刻なことであって、やはりマルクス・レーニン主義そのものを対

象にした総括が必要である。そのことによって共産主義の理論を再構築していかなければならない。少なくとも、こういう

ことが起こったのは、我々の時代ですので、我々の世代の大きな責務として、それを総括するために一歩でも二歩でも

踏み出していくのが我々の責務ではないかと思っています。 

最後にもう一言申し上げたい。人民闘争の発展のためには、７０年闘争の正と負の経験、とりわけ三派全学連は塩見が

担ったんでしょうけれども、その後の八派共闘というのは、ブントを代表して出ていた立場でしたので、人民闘争の発展

のためには、やはり革命党派の共同と統一が必要だと思っています。ただ、残念ながら新左翼と言われた我々の世代

はそれには完全に失敗した。新左翼の党派的な崩壊が進行した。そしてよくよく総括すれば、『内ゲバ』と『リンチ』という

最悪の体質も持っていた。こういう我々の世代の苦い教訓があるわけですけれども、今の運動を担ってくる現在そして
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新しい世代の人には、是非、我々の苦い経験を教訓として、是非とも闘争の発展に成功していただきたいと思っていま

す。」 

村田（司会） 

「５０年前の高原君の演説を聞いたような感じがしております。ありがとうございました。同じく元赤軍派の松平直彦君。」 

 

松平直彦(元赤軍派) 

「この会は呼びかけ文にもありましたが、塩見さんとの付き合いの長短を問わず、塩見さんに対する評価の違いを問わ

ず集まっていただいたということなので、高原さんの提起は友情の一つの意見として、真剣な提起ですので、それぞれ

の人に受け止めていただきたいとは思います。 

ここに参集された人は、どういう気持ちで、どういう考えで集まってこられたのかはそれぞれだろうと思いますが、私は区

切りを付けたいということです。それは塩見さんとの関係に区切りを付けたいのと、この半世紀の後退戦に区切りをつけ

たい、こういう気持ちで、この会の準備に関わってきました。この会を準備する過程は結構大変だった。普通のお別れ会

であれば、論議する必要もないし、懐かしんで集まってくれればいいし、同窓会になってくれればいいが、みんな断る、

来たがらないということがあった。とりわけ第二次ブントの人たちは『絶対に行かない。行く気持ちになれない』というのを

説得して集まっていただいた。この後、『よど号』の小西さんと重信さんのメッセージがありますが、小西は『非常に困って

いる。どう語っていいか分からない。本当は書きたくない』と。これは山中さんが向こうに行って、その時に説得して書い

てもらったということです。重信さんも『こういう会はやるべきではない』と言っていたわけですけれども、メッセージを寄こ

していただきました。そういうことに象徴されるように、非常に塩見さんに対する評価もさまざまで、否定する人たちも多

い。そういう中で、これだけの人が集まってお別れ会に臨んでくれたということは、非常に良かったと思っています。 

私の塩見さんとの付き合いは、６７年から６９年です。路線以上の関係はなかった。６７年の暮れに、早稲田の近くのア
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ジトで会った。その当時私はまだ一年生で、塩見さんが早大支部の先輩たちと話しているのを聞いていただけだった。

塩見さんと直接話をしたのは、６９年１１月の『大菩薩』の直前頃にホテルの一室に呼ばれ、首相官邸占拠の作戦を提

示され、引き受けた。そして『大菩薩』に行って捕まった。その２回くらいしか記憶していない。 

その後、７１年のＭ作戦あたりまでで赤軍派は破産した。ハイジャク、重信さんがパレスチナに行くということはありまし

たが、現実に国内で何もできていない状況で、破産を総括する必要があるだろということで、私自身は転回して論争に

入っていく、そういう時に 連合赤軍事件が表面化してきた。私にとっては、連合赤軍事件は一つの路線的破産の大き

な側面ということで、冷静に静かに受け止めて、次にどうするかを考えるテコになっていった事件でした。 

出てから塩見さんと論争になっていくわけですが、彼は連合赤軍事件というのは、革命戦争路線は正しかった、しかし指

導者の森が悪かったということで、前段階武装蜂起の路線と密接に結びついた同志間の関係の問題であったわけで、

その辺を切り離して、自己保身を図っていくという方向に入っていった。７１年７２年以降はそういう関係でずっと対立して

いた。ですから、塩見さんの生前葬の時は関与しなかった。生前葬に関与していたらこういう会をやろうと思わなかった

と思います。 

ある意味、大きな区切りに来ている。朝鮮で南北対話が作られて、何とか今、日米合同演習から第二次朝鮮戦争という

危険が強まっている中で、実際に戦争になれば南北朝鮮、日本を含めて数百万が死ぬような戦争になっていくことが予

想される中で、どうそれを押しとどめて我々の時代を切り開いていくのか、そういう重大な局面に来ていると思うし、資本

主義が終焉の時代に入っている。同時に金融バブルが崩壊するかという局面にもなっている。そういう中で、日本の社

会は欧米の社会と同じように人々の関係がズタズタになっている。新しい社会の構想を持った運動が、今、問われてい

るのではないか。戦争の問題と社会変革の問題が煮詰まって眼前に迫って来ている。そういう大事な局面の中で、いつ

までも総括問題にこだわっていいのか、ということです。いろいろな総括があっていいと思う。それぞれの総括をこれから

の闘いの中に生かしていって欲しいと思います。 

その中で共同しながら、今のトランプ・安倍の反動を跳ね返して新しい時代を切り開いていこうではないか、というのが

私の考えです。」 

椎野（司会） 

「残念ながらここに来られないお二人のメッセージを代読させていただきます。最初は１９７０年に『よど号』をハイジャック

して平壌の彼方に飛び立ってしまって以来、ずっとそこで暮らしている小西さんからのメッセージを、２月に平壌で小西さ

んに会ってきたばかりの救援連絡センターの山中事務局長が代読いたします。」 
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山中幸男（救援連絡センター事務局長） 

「『平壌で向こうに監禁されているのではないか』という昔の赤軍派の人がいたようですが、必ずしもそうではなくて、私は

２月２３日に朝鮮に行きまして、２７日に帰ってきました。本当は書いてもらったものを持って帰るつもりだったんですが、

なかなか書けなくて、昨日やっとメールで届いたものです。代読させていただきます。」 

＜メッセージ 「塩見孝也への追悼文」＞ 

 塩見さん、このように貴方の追悼文を書くようになるとは思っていませんでした。 

貴方に対する怒りだとか断罪だとか、そういったものを言うよりも、何か住む世界が違ってしまったという感じだったので

す。 

だから、今、こうして追悼の文を書きながらも、後が続きません。 

人間にとって、住む世界が同じだということは、やはり大切なことですね。 

５０年前、住む世界が同じだったあの頃、わずか半年余りの時でしたが、われわれの命はかなり鮮烈に結びついていま

した。先行き不透明の中、なんとか出路を切り開いて行かなければという思いは。皆一つだったのではないかと思いま

す。 

憶えていますか、あの時、塩見さんにした「世界革命戦争の未来のあり方」についての私の質問への答えは、「そんなこ

と分かるか！」でした。 

それで妙に納得したのを憶えています。混迷に近い状況をもう一つ分からないままに切り開く、それがわれわれが共有

した世界における一つの合意点だったのではないでしょうか。田宮さんは、「塩見には無茶ができる。それがいいところ

だ」とよく言っていたものです。 

今、世界を覆った混迷の露はかなり晴れてきているように思えます。この世界をともにして、もう一度一緒に闘ってみた
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かった。この追悼文を書きながら、浮かんでくるのはその思いです。 

しかし、塩見さん、貴方はもうこの世にはいません。願わくば、向こうでの再会を果たし、もう一度同じ世界の下、ともに闘

うことができる日が来ることを。合掌。 

2018 年 3 月 4 日ピョンヤンかりの会 小西隆裕 

 

山中幸男(救援連絡センター)事務局長 

「日付は私の判断で今日付けにして紹介させていただきました。 

私は１９８９年の塩見さんの出所の時に行ったんですが、彼が入っていた期間は１９年９ケ月。『よど号』事件の前の１９

７０年３月にすでに逮捕されていた。前の年６９年１１月の『大菩薩』事件の一斉逮捕、それから凶器準備結集罪、破壊

活動防止法が塩見さんに対して発動された。皆さん、考えてみてください、今、『よど号』事件に関しては実際に行ってい

ない方が共謀共同正犯という形で起訴され、裁判を行っていたわけです。最近話題になっている共謀罪は、『よど号』事

件の共謀共同正犯というよりは、何も事件が起こる前の共謀罪で、同じ共謀といっても質が違います。考えてみれば、８

０年代末から９０年代にかけて旧ソ連邦が解体して、その後、朝鮮にいた『よど号』の人たちは、８８年に柴田さんという

実行メンバーが日本国内で逮捕されて、その後裁判、下獄、出所を繰り返してきたわけです。塩見さんはその間ずっと

いたわけですが、８９年の年末に出所して、９０年から朝鮮に行くようになりました。その後、今日に至るまで３０年、（逮

捕から）かれこれ５０年になろうとするのが年月の月日です。 

私の関わっている救援連絡センターも来年で５０年目です。今日の会の呼びかけ人にもなっている情況出版の大下さん

が１月に亡くなられて、私どもの代表弁護士を務めていた方の奥さんが１月に亡くなられて、葬式、葬式で、今日は偲ぶ

会で、いったい救援というのは葬儀屋の代わりかという感じで、腐ってばかりもいられませんが、そんな状況です。 

先月、朝鮮に行く前に高沢晧司さん（ジャーナリスト）を探し当てて会ってきました。生きていましたが、実際は再起不能

の状態で多少会話をしてきました。なぜ高沢のことをあえて紹介するかというと、高沢さんから『山中は赤軍派とは何の

関係もないのによくそこまで付き合ってきたが、それはなぜなんだ』とよく言われました。『よど号』事件だけではありませ

んが、新左翼の活動家の人たちは志はあるんですが、志に留まらずについ難局に直面する。そういうのを政治的遭難と

私は表現させていただきました。政治的遭難者のまま放置しておけばそれでいいんですが、我々の世代の責任として政

治的遭難者を助ける、それが『救援』だと思います。救援連絡センターで、こういう考え方は私で終りかもしれませんが、
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若い方がもしいましたら、志を継ぐような方が是非とも出て欲しいと一言いわせて終りたいと思います。」 

 

椎野（司会） 

「それでは最後になりました、日本赤軍の重信さんは、権力によって懲役２０年という判決を受けて昭島の医療刑務所で

過ごされています。メッセージを代読しますのは、頭脳警察のパンタさんです。パンタさんは、ある日、重信さんの裁判の

傍聴に行って 面白いと思って通っている間に重信メイさんとも交流が出来て、重信房子作詞、パンタ作曲の『オリーブ

の樹の下で』というアルバムを出しました。そういう関係で来てもらいました。」 

 

パンタ（頭脳警察） 

「５０年が経って訃報が続き、毎日が命日となっていますけれども、来年、頭脳警察も何度かの分派を繰り返しながら結

成５０周年を迎えます（拍手）。７０年７２年当時、『世界革命戦争宣言』という歌を歌って、これをあわよくばヒットさせて、

紅白歌合戦で紅組で歌わせてもらおうと思ったんですけれども、見事発売禁止にされました。 

重信房子さんと、『オリーブの樹の下で』というアルバムを作らせてもらった関係で、今日は彼女のメッセージを代読させ

ていただきます。 
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＜メッセージ「塩見孝也さんのお別れ会に」＞ 

 塩見孝也さんのお別れ会に集まられたみな様と共に塩見孝也さん、そしてこの会の呼びかけ人でもある大下敦史さん

の逝去に、ここに哀悼を捧げます。 

 大下さんについては、６０年代の闘いの当時は存じ上げませんでしたが、私が逮捕されて以降、情況誌・パレスチナ連

帯などで交流しました。塩見さんとは、短い期間でしたが同志として塩見さんのリーダーシップの下で活動を共にしまし

た。 

 塩見さんに初めてお会いしたのは、確か千葉で行われた初の６９年赤軍フラクの会議の時です。あれは５月だったの

でしょうか６月だったのでしょうか。 

 この会議のために、「現代革命Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」という、のちにパンフ№４へと再編される印刷物を明大の仲間とスッティング

を頼まれて藤本敏夫さんらと、それを携えて遅れて会議に到着したのを覚えています。 

その会議で文字通り口角泡を飛ばして熱烈にアジっていた人が、このフラクのリーダーの塩見さんだと知りました。 

 チェ・ゲバラは「我々を夢想家と呼ぶなら、何度でもイエスと答えよう」と語ったと言われていますが、塩見さんは、まさ

に夢想において夢の力を発揮した人です。そしてまた当時のブント、そしてのちに赤軍派をはじめとして分裂していく

人々も又夢想し、そのために実存を捧げて闘う人々でした。私も又、そのひとりでした。 

 ロシア革命によって、以降労働者階級は世界性、普遍性をもち、本質的には資本家階級を逆制約する位置に転位し、

人類史を切り拓く主体になったという大きな視野の中に、当時のチェ・ゲバラの「２つ、３つ、さらに多くのベトナムを！そ

れが合言葉だ」という声が重なって私をかきたてたのです。 

 塩見さんをはじめ、みんなのその頃の志を尊い誇りとして、今も熱く思い返します。 

 塩見さんは、先駆的ひらめきと、大きなイメージによって、一時は、ブントの６８年「８・３論文」などで牽引しましたが、し
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かし、レーニンやカストロ、チェ・ゲバラのような現実と社会、人民を知る、知ろうとする革命家ではありませんでした。塩

見さんに限らず、ブントの人々の多くも、私もまたそうでした。 

 それは、「現実を変える」という闘いにおいて、革命家としての真価が問われたからです。 

私たちは十分に社会を知らず、人民に学ばず、知らず、常識すら理解していない若者たちであった為に、私たちは、敗

れるべくして敗れたのだと思い至ります。 

 塩見さんとは、あの初対面以降、翌年の７０年３月、彼が逮捕されるまでの１０ヶ月に満たないつきあいでした。 

当初は「７人ＰＢ」と呼ばれる赤軍派の指導部を形成する者たちが居て、塩見さんと直接会うのは、会議くらいでしたが、

藤本さんは去り、堂山さんが逮捕され、高原さんや田宮さんらも東京を離れたりして、連赤事件で殺された山田孝さんと

私が一時書記局的に塩見さんと行動を共にすることになりました。正直なところ、塩見さんには、あきれかえる日々が続

きました。 

 僭越を承知で言わせて頂きますが、塩見さんは、あまりに自己中心的で自らを対象化しえない分、他者への配慮の無

い無神経な行動、非常識が自覚できないことが多々発生しました。 

 今なら笑って話せることもありますが、私は当時は許し難い思いで批判ばかりしたかもしれません。追悼のお別れ会に

はそんな時代のエピソードを笑って送ってあげたいとも思います。 

 ある日のことです。山田さんが青い顔をしてとんできて、「塩見が戻らん。捕まったかもしれん！」というので２人で対策

を練り、ラジオ報道を気にしつつ、遠くにいた田宮さんに連絡したり、山田さんは、あれこれ悔いて食事も出来ません。 

ところが塩見さんは、夜更け過ぎて「やー、すまん、すまん。ハラ減ったなあ」と元気に戻ってきました。 

みなが心配したと、山田さんが問い糾すと、自制の効かないいつもの塩見さんの悪い癖が出て、当時一時熱中していた

パチンコで有り金全部を使ってしまい、タバコのハイライトの景品を幾つか稼いだ時には、すでに終電を過ぎタクシー代

も無いのに気付いたそうです。そこからが塩見さんらしいのですが、歩いて帰るという考えが浮かばなかったそうで、タ

バコの自動販売機の横に立って買いに来る人を待ち、やっとタクシー代を調達して帰宅したという訳です。 

「あなたが赤軍派のリーダーと知ってたら、私は赤軍派に来なかったと思うわ」と、この時は批判したものです。 

 塩見さんは、強烈な野心というか大志の割に計算のない無私な人ですが、自己中心的な考えの自制がない分、数々

の問題行動も起して来ました。「７・６事件」はその最たるものの一つです。 

 当日を知る者の一人として、塩見指導の疑念にもとづく強引な行動が「７・６事件」を引き起こし、ブントの分裂から崩壊

へと、更には、連合赤軍事件への道を開いてしまったことを批判すると共に、それに与した一人として私は自己批判致し

ます。 

 最後に塩見さんと会ったのは、２０１０年私の最高裁判決が出る前の東京拘置所です。 

７年の接見禁止が解けた後、塩見さんは、それまでにも面会に来ては励まして下さいました。 

あの最後の時「結局何年や？２０年の刑期か…。きついなあ。１５年なら待てるけど２０年はしんどい。無理かもしれんな

あ…。今、ワシも、若者たちに結構もててるから一緒にやろうと思ってたんや。その５年はきついなあ」と、いつになく深刻

そうに語っていました。 

 「１５年なら」と言っていた通り、２０年を待たずに先に逝かれました。再会し、変革の志を熱く語っていた塩見さん。自分

の志は、アラブで継続されたと主張していた塩見さん、昔と違って自分は、社会もわかっていると主張していた塩見さ

ん。 

 私にとっては、昔と変わらない塩見さんでしたが、赤軍派の過ちを前向きな力に育てたいという点で共に在りました。 

当時の時代の情景を辿りつつ、現在の日本を直視する時、今も続く官僚・自民党支配は、当時の私たちの闘い方の過

ちにも、その責任の一端があることを自覚せざるをえないこの頃です。 

塩見さん、大下さんの追悼と共に、その思いを強くしています。              ２月１８日 記 重信 房子 
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村田（司会） 

「この小冊子にも書いてありますが情況出版の大下敦史君。塩見さんは昨年の１１月 14 日に亡くなっていますが、その

頃、大下君はまだ生きていたんです。この塩見お別れ会をやるに際して実行委員会を作りまして会議を積み重ね、その

中でお別れ会に対する否定的な意見も出ました。大下君は残念ながらこの会に出席する前に、今年の１月２日に亡くな

りました。ここに文章がありますので、彼が挨拶したものと思って是非読んでいただければと思います。」 

＜「私の思い」 大下敦史（情況出版）＞ 

私は今、狭山市の病院にいます。塩見さんの｢お別れ会｣の準備のために、皆さんが、私の病室に集まっています。 

話を聞きとることはできますが、ペンをとる力はありません。 

｢塩見さんを賛美するようなセレモニーには一切反対｣という、強硬な意見も聞こえます。 

厳しい意見は、赤軍派やブントで一緒に行動した、かっての仲間の間で多いようです。自分の誤りや、謝罪について、

“肝心なこと”を言い残さずに、逝ってしまったことに対する失望感だと思います。 

反対に塩見支持者(ファン)の間では、心のおもむくままに｢革命バカ｣で一生を押し通したことが、魅力的なのかも知れま

せん。 

反対意見がどんなに強かろうとも、いやそうであればこそ、｢お別れ会｣は実行しなければなりません。塩見さんのためと

いうよりも、自分のために、同じ時代を闘った我々自身のためです。 

｢お別れ会｣イコール肯定・賛美というわけではありません。賛美しない｢お別れ会｣もあるはずです。塩見さんがやり残し

たもの、それは何か。なぜできなかったのか。議論しなければなりません。 

評価は、個人によって異なります。塩見さんとの距離を測りながら、自分の立ち位置を確かめる。そこからまず始めるこ

とです。 万人が納得するような、根本的な総括や、革命的な未来の構想が簡単に出てくると考えない方が賢明だと思

います。出口の方向や、筋道、その初歩的なヒントだけでも意味があります。 

我々がやってきた記録を正確に残すだけでも、正負両面でかなり重たい教訓になるはずです。我々の多くは高齢者で、

訃報が珍しくない昨今です。寿命に追い立てられて、時間切れになるかも知れません。 

ないものねだりではなく、実現可能な範囲で、何を残すことができるのか真摯に考えたいと思います。 

この｢お別れ会｣が、その出発点になることを願っています。 
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※ 「お別れ会」参加者には、鹿砦社の松岡社長より、塩見孝也頂著「革命バカ一代 駐車場日記」１００冊が無料で配布

されました。 

 

（終） 
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